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Zoomとは

• https://zoom.us/jp-jp/meetings.html

誰でも使えるTV会議

パソコンの場合はこのサイトから
アプリを入手してインストール。

スマホ、タブレットの場合は、App
ストアで検索してインストール

https://zoom.us/jp-jp/meetings.html


準備物

PC、マイク、ヘッドフォン

ネットワーク

電子メールの受信

これさえあれば、遠隔
講義に参加可能!

タブレットやスマホの場合はこれらが最初
から機体に入っているので、接続の必要
なし。



Zoomアプリ

スマホ版パソコン、タブレット版



ミーティング招待の受け取り

Live Campusの授業連絡 Live Campusからのメール

先生から授業への招待状が届く。



ミーティングの開始

ここをクリックすると，
授業に参加できる!

PCの場合は、ブラウザでも参加可能。
スマホ、タブレットの場合はZoomアプリが開く。



遠隔講義のイメージ パソコンの場合

先生の指示があるまで、マイク
は「ミュート」しておくこと！

ビデオも最初はOFFにする。

教材・資料の共有



マイクやビデオのON /OFF

許可されていれば、「画面共有」で自分の
レポートなどを提示することもできる。

チャットを使用すると，先
生の話の中で質問する

ことができる。

最後は，「ミーティ
ングの終了」で講
義を終える

「了解」「拍手」な
どのアイコンを表
示させられる

参加者側には、
「手を挙げる」ボタ
ンも表示される。

先生側に挙手していることを伝えられる。
マイクがミュートでも、これで指名してもらえる。

パソコンの場合



先生からの教材提示

画面共有機能で教材
が提示される。これを
見ながら話を聞こう。

教材・資料の共有画面



スマホの場合（はじめ方）

「インターネット
を使用した通
話」を選択

TV会議が開始
される

スマホを横にし
てもOK

先生の指示があるまで、マイク
は「ミュート」しておくこと！

ビデオも最初はOFFにする。



タップすると画面に数秒間、アイコンが表示できる。
「OKです」、「わかりました」の意思表示に！

先生側に挙手していることを伝えられる。
マイクがミュートでも、これで指名してもらえる。

家の中など、背景を見せたくない場合に設定する。

スマホの場合（受講時）



スマホの場合（先生からの教材提示）

先生から画面
共有で教材が
提示される。

画面が小さい
時はピンチアウ
ト可能。

スマホを横にし
ても良い。



チャット機能

いつでも質問が可能！



ポイント

• Zoomで簡単に遠隔講義を受講できる。

• しかし、講義は「話を聞く」だけのものではない。

•途中で質問したり、発表したりするなど、能動的な取り組みが大切。

•遠隔講義では必ず講義に加えて課題が出される。

•課題に取り組み「提出」して初めて受講が成立する。

• （話を聞いただけでは受講したことにはならないので注意！）



注意点 その1 Zoomの脆弱性

• Zoom のWindows クライアントのチャット機能に、UNC（Universal Naming 
Convention）パスの処理に関する脆弱性が確認されています。

• 悪意のあるユーザの用意したハイパーリンクをクリックすることで、認証情
報を窃盗されたり任意の実行可能ファイルを起動されたりする可能性が
あります。

• 今後被害が拡大する可能性があるため、早急に対策を実施して下さい。

https://www.ipa.go.jp/security/ciadr/vul/alert20200403.html

https://www.ipa.go.jp/security/ciadr/vul/alert20200403.html


常にアプリのUpDateを確認しよう!

右上、アカウントをクリック。
「アップデート確認」をクリック

最新版かどうかが表示される。



注意 その2 「会議荒らし」の危険

• ZoomBombing(Zoom爆撃)

•第三者がミーティングに突如，参加し，画面共有機能を用いて不適
切な画像等のコンテンツを送り付けてくる攻撃

<対策>
授業招待のURLやミーティングIDなどを外部に漏らさないようにする。


